






























1939 年 9 月には労働科学研究所に入所し，本格的に研究者生活をスタートさせることになった。
しかし藤本は，労研入所後まもなく ｢ 唯物論研究会 ｣ 事件で検挙されて，9 カ月間の勾留を受け，
1941 年に労研が大日本産業報国会に吸収されると，被検挙歴を理由に労研本体からの退職を余儀
なくされた。しかし当時の労研所長・暉峻義等のはからいで，中国の現河北省にある龍烟鉄鉱山内












たこの業績は，一方で労働組合の生活賃金要求の基礎となり，また他方では，憲法第 25 条の ｢ 健
康で文化的な最低限度の生活 ｣ の実態的根拠を明らかにすることを通じて生活保護水準の引き上げ
に資することとなり，日本の社会保障水準の引き上げに貢献するところとなった。とりわけ，それ































動に大きな影響を与えることとなった。また，藤本が労研で最初に取り組んだ課題は ｢ 婦人労働 ｣
の研究であり，処女作は 1940 年に労研が出版した『婦人労働に関する文献抄録（邦文の部）』（分
担執筆）であった。その後，労研への委託研究課題の広がりをも反映しつつ，｢ 少年労働 ｣｢ 高齢
者労働 ｣ 等各属性別の労働問題に次々と取り組み，中小企業の労働問題，さらには産業別，職業
別，地域別といった視角から様々な労働問題に取り組んでいる。







2002 年，90 歳で永眠した。1943 年刊行の『支那鉱夫の生活』，『把頭炊事の研究』の 2 冊を皮切り






















































































女，人種，年齢などによる賃金差別を撤廃する原理（equal pay for equal work regardless of sex
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